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　８月１４日に行われた北御牧地区夏祭り「みまき

ニュードカンコ」　祭りのフィナーレは夜空を彩

る花火が観客を魅了しました。

夜空を彩る華麗な花火



2（２００８年９月）

　

８
月
２
日
、
田
中
商
店
街
に
お
い
て
第

４
回
東
御
市
民
ま
つ
り
「
東
御
ど
す
こ
い

 
Ｓ
Ｕ
Ｎ  
Ｓ
Ｕ
Ｎ 
」
が
行
わ
れ
、
踊
り
に
は

サ 
 

ン 

サ 
 

ン

区
や
企
業
な
ど　

連
が
参
加
し
ま
し
た
。

５８

　

今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の
熱

気
と
と
も
に
熱
く
盛
り
上
が
り
、
こ
の
夏

の
思
い
出
に
残
る
１
日
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

連
参
加
）

５８

●
金
賞

あ
組　

大
石
連

う
組　

曽
根
連

え
組　

東
上
田
連

お
組　

ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
連

か
組　

常
田
区
連

き
組　

田
中
区
連

く
組　

東
部
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
連

●
銀
賞

あ
組　

金
井
連

え
組　

海
善
寺
北
連

か
組　

睦
区
連

●
特
別
賞

あ
組　

下
八
重
原
連

　
　
　
　

楽
し
く
踊
れ
た
で
賞

い
組　

し
ん
き
ん
連　

　
　
　
　

掛
け
声
が
そ
ろ
っ
て
い
た
で
賞

う
組　

新
張
連

　
　
　
　

ま
と
ま
っ
て
い
た
で
賞

え
組　

西
海
野
連

　
　
　
　

老
若
男
女
で
賞

お
組　

日
向
が
丘
連

　
　
　
　

ま
ぶ
し
か
っ
た
で
賞

か
組　

本
海
野
連

　
　
　
　

一
体
感
が
あ
っ
た
で
賞
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き
組　

花
連

　
　
　
　

き
れ
い
だ
っ
た
で
賞

く
組　

東
中
女
バ
ス
連

　
　
　
　

声
が
出
て
た
で
賞

雷
電
子
供
相
撲
大
会
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
数
字
は
順
位

●
個
人
戦

　

（
小
学
校
１
〜
３
年
生
は
一
本
勝
負
。
４
〜
６

　
　

年
生
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
一
本
勝
負
。）

４
年
生

　

①
内
山
博
勝
君
（
滋
野
小
）

　

②
星
山
烈
哉
君
（
和
小
）

　

③
太
田
充
男
君
（
田
中
小
）

５
年
生

　

①
有
賀
翔
平
君
（
和
小
）

　

②
後
藤
優
宜
君
（
北
御
牧
小
）

６
年
生

　

①
林　

健
一
君
（
祢
津
小
）

　

②
塚
原
静
耶
君
（
祢
津
小
）

　

③
西
沢　

諒
君
（
田
中
小
）

●
団
体
戦

　

（
４
年
生
以
上
５
名
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
）

　

①
祢
津
小　

②
田
中
小　

③
和
小

麻
袋
リ
レ
ー
結
果　
丸
数
字
は
順
位

●
一
般
の
部
（　

ｍ
×
６
名
）

５０

　

①
東
御
市
役
所
野
球
部　
　

２
分　

秒
１０

　

②
長
野
救
命
医
療
専
門
学
校
２
分　

秒
１４

　

③
末
金
会　
　
　
　
　
　
　

２
分　

秒
５０

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
（　

ｍ
×
６
名
）

４０

　

①
東
部
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
分　

秒
２４

　

②
東
部
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
分　

秒
３０

　

③
東
部
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
分　

秒
３９

来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年のののののののののののののののののののののののののののののののの市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりもももももももももももももももももももももももももももももももも
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でででででででででで
きききききききききき
るるるるるるるるるる
ここここここここここ
とととととととととと
かかかかかかかかかか
らららららららららら
はははははははははは
じじじじじじじじじじ
めめめめめめめめめめ
よよよよよよよよよよ
うううううううううう

　

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

　

ススススススススススス
トトトトトトトトトトト
ッッッッッッッッッッ
ププププププププププ
！！！！！！！！！！

ッ
プ
！ 
地地地地地地地地地地
 
地
球球球球球球球球球球
温温温温温温温温温温
暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖
化化化化化化化化化化

球
温
暖
化

に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

ワ
ッ
ト
の
白
熱
電
球
と
、

５４
ほ
ぼ
同
じ
明
る
さ
の　

ワ
ッ
ト

１２

の
電
球
型
蛍
光
灯
を
比
べ
る
と
、

電
球
型
蛍
光
灯
の
寿
命
は
白
熱

電
球
の
約
6
倍
、
電
気
代
は
約

４
分
の
１
以
下
で
す
。
電
球
型

蛍
光
灯
の
購
入
価
格
は
高
め
で

す
が
、
寿
命
が
長
く
電
気
代
が

節
約
で
き
る
た
め
長
い
目
で
み

る
と
白
熱
電
球
よ
り
お
得
と
な

り
ま
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜

き
ま
し
ょ
う
。

�
暑
す
ぎ
ず
、
寒
す
ぎ
ず
、
冷
暖

房
機
を
適
正
な
温
度
に
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

　

（
夏
は　

度
、
冬
は　

度 
を
目

２８

２０

安
に
）

�
温
水
洗
浄
便
座
を
使
わ
な
い
と

き
は
フ
タ
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

  
省
エ
ネ
性
能
の
高
い

  
家
電
製
品
の
購
入

�
家
電
製
品
を
購
入
す
る
時
は
、

統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
に
記
載
の

性
能
や
年
間
消
費
電
力
等
を
参

考
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の

高
い
製
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

�
白
熱
電
球
か
ら
高
効
率
の
照
明

　

家
庭
で
は

家
庭
で
は

 
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

無
駄
な
電
気
は
消
し
ま
し
ょ
う
。

�
誰
も
い
な
い
部
屋
の
電
気
は
消

し
ま
し
ょ
う
。

�
家
電
製
品
を
使
わ
な
い
と
き
は

自
動
車
の
使
用
で
は

自
動
車
の
使
用
で
は

  
マ
イ
カ
ー
利
用
の
縮
減

�
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
、
近

い
と
こ
ろ
は
自
転
車
か
歩
い
て

行
き
、
マ
イ
カ
ー
利
用
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

  
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

�
急
発
進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か
し
、

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し

な
い
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た

運
転
（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
）
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
１
０
０
年
間
で
地
球
の
平
均
気
温
は
０
・

度
上
昇
し
ま
し
た
。

　

こ
の
１
０
０
年
間
で
地
球
の
平
均
気
温
は
０
・　

度 
上
昇
し
ま
し
た
。

７４７４

地
球
温
暖
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
原
因
は
私
た
ち
人
間
が

地
球
温
暖
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
原
因
は
私
た
ち
人
間
が

出
す
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
幸
い
に
も
私
た
ち
が

出
す
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
幸
い
に
も
私
た
ち
が

住
む
東
御
市
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
豊

住
む
東
御
市
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
豊

か
な
環
境
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
な
環
境
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
温
暖
化
防
止
の
行

　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
温
暖
化
防
止
の
行

動
を
起
こ
す
」
こ
と
で
す
。
日
頃
の
暮
ら
し
方
を
見
直
し
、
み
ん
な
で

動
を
起
こ
す
」
こ
と
で
す
。
日
頃
の
暮
ら
し
方
を
見
直
し
、
み
ん
な
で

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
向
け
た
行
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
向
け
た
行
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

�����������エエエエエエエエエエココココココココココドドドドドドドドドドラララララララララライイイイイイイイイイブブブブブブブブブブ11111111110000000000ののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすめめめめめめめめめめエコドライブ10のすすめ�����������
１．ふんわりアクセル
　　｢やさしい発進を心掛けましょう｣
２．加減速の少ない運転
　　｢車間距離は余裕をもって、交通状況に応じた安全な定速走行

をしましょう」
３．早めのアクセルオフ
　　「エンジンブレーキを積極的に使いましょう」
４．エアコンの使用を控えめに
　　｢車内を冷やしすぎないようにしましょう｣
５．アイドリングストップ
　　｢不要なアイドリングをやめましょう｣
６．暖機運転は適切に
　　｢エンジンをかけたらすぐ出発しましょう｣
７．道路交通情報の活用
　　｢事前に渋滞や道路工事等の情報をチェックしましょう｣
８．タイヤの空気圧はこまめに
　　｢タイヤの空気圧を適正に保つなど、確実な点検・整備を実施し

ましょう｣
９．不要な荷物は積まずに走行
　　｢不要な荷物は積まないようにしましょう｣
 １０．駐車場所に注意
　　｢渋滞をまねくことから、違法駐車はやめましょう｣

統一省エネラベル
省エネの程度が５段階で表示されています。星の数が多いほど、省エネ型です。
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（２００８年９月）

　とうみエコライフDAYとは、｢10月3日のとうみの日に市民みんなで地球温暖化防止に取り組もう｣という日の

ことで、今年度初めて計画しました。

　とうみエコライフDAYには、参加者の皆さんに｢チェックシート（１日版環境家計簿）｣を使用して環境のことを

考えた生活をしていただきます。その成果を二酸化炭素の削減量として集計し発表していきます。

　参加する皆さんがエコライフ行動をすることにより“削減効果を具体的な数値で確認できること”が大きな特

徴で、できるだけ多くの人が地球温暖化問題に関心を持ち、その防止活動を行うきっかけづくりになることを目

的としています。

　このチェックシートには、家族で参加できる欄も用意されていますので、家族で楽しみながら取り組んでみま

しょう！

　エコライフDAYチェックシートの配布及び回収方法につきましては、9月16日発行のお知らせ版で配布、掲載

します。なお、市のホームページでもご覧になれます。

　　●問い合わせ先　東御市環境市民会議　　事務局　市民課生活環境係　�64-5896

　

夏
の
オ
フ
ィ
ス
の
室
温
を　

度
、

２８

冬
は　

度
に
設
定
し
、
冷
房
や
暖

２０

房
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
働
き
や
す
く
、

か
っ
こ
い
い
服
装
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
環
境
省
が
中
心
に
な
っ
て

す
す
め
、
2
0
0
5
年
よ
り
全
国

で
広
く
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ク
タ
イ
を
外
し
た
軽
装
で
は
、

室
温
を
2
度
上
げ
て　

度
に
設
定

２８

し
て
も
、
体
感
温
度
は　

度
と
変

２６

わ
り
ま
せ
ん
。
2
0
0
5
年
の

「 
C
O
O
L   
B
I
Z 
」
の
取
り
組

ク 

ー 

ル 

ビ 

ズ

み
で
、
C
O
2
削
減
量
を
推
計
す

る
と
、
約　

万
ト
ン－

C
O
2

４６

（
約
1
0
0
万
世
帯
の
1
カ
月
分

の
C
O
2
排
出
量
に
相
当
）
に
な

り
ま
し
た
。

　

冬
場
、
温
か
く
動
き
や
す
い
服

装
の
ポ
イ
ン
ト
は
〝
3
つ
の
首
〞

に
あ
り
、
襟
元
（
首
）、
手
首
、
足

首
を
冷
や
さ
な
い
工
夫
が
大
切
で

す
。
ひ
ざ
掛
け
を
す
る
と
体
感
温

度
が
2
・
5
度
上
が
り
、
も
う
一

枚
重
ね
て
着
る
と
2
・
2
度
、
ス

カ
ー
ト
よ
り
パ
ン
ツ
の
方
が
2
・

9
度
も
温
か
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
食
事
で
体
の
中
か
ら
温
め
た

り
、
太
陽
光
を
取
り
入
れ
、
室
内

の
空
気
を
対
流
さ
せ
る
こ
と
も
効

果
的
で
す
。

　

個
人
住
宅
で
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
太
陽
光
発
電
装

置
の
設
置
に
対
し
て
補
助
を
し
ま

す
。

　

可
燃
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
て

補
助
を
し
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て

の
緑
化
推
進
や
生
垣
の
設
置
に
対

し
て
補
助
を
し
ま
す
。

　

花
壇
等
の
水
や
り
の
た
め
の
雨

水
貯
留
槽
設
置
に
対
し
て
補
助
を

し
ま
す
。

  
市
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

   
家
庭
な
ど
の

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
支
援

太陽光エネルギーの活用ごみの減量化

花と緑のまちづくり雨水の利用

  
環
境
コ
ラ
ム 

  
ク
ー
ル
ビ
ズ
・

　
 
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
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レ
ジ
袋
の
有
料
化

　

マ
イ
バ
ッ
ク
を
1
人
で
も
多
く
の
人
に

持
参
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
内
各
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
依
頼
し
、
レ
ジ
袋
の

有
料
日
を
、
月
か
週
に
1
回
設
け
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

市
内
各
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

平
成　

年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
容
器
包
装

１９

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
容
器
包
装
廃
棄
物

排
出
抑
制
の
促
進
の
運
動
と
し
て
、
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
を
作
り
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
た
お
客
さ
ん
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
制
で

の
割
引
や
、
買
い
物
の
都
度
数
円
の
割
引

が
あ
る
な
ど
、
各
店
舗
独
自
の
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
の
有
料
化
は
、
チ
ェ
ー
ン
展
開

し
て
い
る
店
舗
の
対
応
等
々
の
課
題
が
あ

り
、
一
市
で
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
全
県
的
な
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

市
内
各
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
推
進
し

て
い
る
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
や
、
商
工

会
と
協
力
し
な
が
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の

宣
伝
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
レ
ジ
袋

の
削
減
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲買い物の際はマイバッグを持参しましょう

　

市
政
へ
の
提
言
「
私
の
ひ
と
こ
と
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
東
御
市
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
６
月
に
市
役
所
、
北
御
牧
総
合
支
所
及
び
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
公

民
館
に
意
見
箱
を
設
置
し
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

　

今
回
の
提
言
で
は　

件
の
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８４

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
「
第
１
次
東
御
市
総
合
計
画
」（
平
成　

年
３
月
決
定
）
の
５
つ

１７

の
大
綱
ご
と
に
整
理
し
、
ご
意
見
と
そ
の
回
答
の
一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
市
政
に
反
映
を
し
て
い
き
ま
す
。

　　  市政への提言市政への提言

｢私のひとこと｣｢私のひとこと｣
 
さ
わ
や
か
さ
を
暮
ら
し
に
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
環
境
の
整
備
）

田田田田田田田田田田園園園園園園園園園園風風風風風風風風風風景景景景景景景景景景田園風景 東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
がががががががががががががががががががががががががががががががが
誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物

八重原米八重原米

白土馬鈴薯白土馬鈴薯

くるみくるみ

巨峰巨峰
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各
種
証
明
書
の
発
行

　

各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
、
受
け
取
れ
る
よ
う
に
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
所
得
証
明
が
必
要

な
６
月
な
ど
、
平
日
は
仕
事
を
休
め
な
い
、

ま
た
、
午
後
５
時　

分
ま
で
に
市
役
所
に

３０

行
け
な
い
と
き
な
ど
便
利
な
の
で
す
が
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

６
月
は
特
に
ご
家
族
の
扶
養
認
定
の
た

め
所
得
証
明
書
の
交
付
を
多
く
の
方
が
申

請
さ
れ
ま
す
。
市
役
所
税
務
課
窓
口
で
所

得
証
明
書
等
を
申
請
す
る
際
、
申
請
者
本

人
及
び
同
居
の
ご
家
族
以
外
の
方
の
証
明

書
交
付
は
代
理
人
選
任
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
発
行
し
て
い
る
所
得
証
明

書
は
７
種
類
あ
り
、
使
用
さ
れ
る
用
途
に

よ
り
相
違
す
る
様
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
申
請
時
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

「
平
日
、
市
役
所
に
行
け
な
い
の
で
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
受
け
取
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
提
言
で
す
が
、

現
状
で
は
個
人
情
報
の
保
護
や
シ
ス
テ
ム

の
安
全
性
、
又
、
所
得
証
明
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
使
途
に
よ
り
証
明
書
の
種
類
が
複
数

あ
る
こ
と
等
か
ら
市
役
所
以
外
で
の
交
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

平
日
仕
事
を
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
市
役
所
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
郵
便
請
求
の
方
法
に
よ

る
交
付
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。、

　

ま
た
、
総
務
省
で
は
今
年
度
、
住
民
基

本
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
活
用
し
た

住
民
票
や
各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
交
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
実
証
実
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
交
付
を
実
施
す
る
自
治
体
が

増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
、
当
市
に
お
い
て

も
、
行
政
の
利
便
向
上
を
図
る
た
め
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

田
中
駅
南
口
の
整
備

　

田
中
駅
南
側
、
田
中
駅
の
整
備
に
総
額

約
８
億
円
も
費
や
す
そ
う
で
す
が
、
し
な

の
鉄
道
利
用
者
が
減
少
す
る
な
か
で
、
ど

う
見
て
も
事
業
費
に
対
し
て
の
効
果
が
得

ら
れ
な
い
。
計
画
を
見
直
し
て
、
縮
小
す

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

田
中
駅
南
口
整
備
事
業
は
、
合
併
に
伴

う
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
と
駅
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
や
北
口
駅
前
周
辺
の
交
通

渋
滞
緩
和
等
に
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
南
口

周
辺
の
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
用
途
地
域
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
今
年
度
が
事

▲OTAフェスタ（友好都市東京都大田区）

  
活
力
を
産
業
に
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
の
振
興
）

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

農
産
物
、
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
と

も
に
、
東
御
市
自
体
も
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
発
信
し
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

東
御
市
に
は
巨
峰
・
く
る
み
・
八
重
原

米
・
白
土
馬
鈴
薯
な
ど
の
農
産
物
や
く
る

み
菓
子
・
お
や
き
な
ど
の
加
工
品
も
含
め
、

既
に
全
国
に
も
名
前
が
通
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
既
存
の
製
品
を
東
御
市
の
特
産

品
と
し
て
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と
が
最

優
先
と
考
え
ま
す
。
全
国
発
信
の
第
一
歩

は
友
好
都
市
で
あ
る
大
田
区
や
県
内
外
へ

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
農
産
物
、
加

工
品
の
P
R
に
努
め
て
販
売
ル
ー
ト
を
確

立
し
て
い
く
こ
と
が
全
国
発
信
に
繋
げ
る

近
道
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲田中駅南口構想図

　

所
得
証
明
書
の
郵
便
請
求
方
法

　

申
請
書
（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
便
せ

ん
等
で
結
構
で
す
。）
に
請
求
者
の
住
所
・

氏
名
・
押
印
・
電
話
番
号
・
証
明
書
の
使

用
目
的
・
必
要
枚
数
を
記
入
し
、
証
明
手

数
料
と
し
て
１
通
3
0
0
円
分
の
定
額
小

為
替
と
返
信
用
の
封
筒
（
返
信
郵
便
料
金

分
の
切
手
を
は
る
。）
を
同
封
し
、
市
役
所

税
務
課
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
到

着
次
第
、
証
明
書
を
作
成
し
返
信
し
ま
す

が
、
郵
送
に
係
る
日
数
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

至大屋駅至大屋駅

至滋野駅至滋野駅
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元
推
進
協
議
会
等
と
協
議
し
な
が
ら
、
事

業
費
の
圧
縮
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　

収
入
が
ギ
リ
ギ
リ
の
線
上
に
い
る
者
に
は

な
ぜ
2
割
負
担
の
部
分
が
な
い
の
か
不
満

で
す
。
2
割
負
担
の
部
分
も
考
え
て
頂
き

た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
（
医
療
費
の
自
己
負
担
）
は
、
国
民

健
康
保
険
法
に
よ
り
義
務
教
育
就
学
前
ま

で
は
２
割
、
義
務
教
育
就
学
か
ら　

歳
ま

６９

で
の
人
は
３
割
、　

歳
か
ら
は
１
割
負
担

７０

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、　

歳
以
上
で
も
世

７０

帯
内
に
一
定
以
上
（
同
一
世
帯
に
住
民
税

の
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以
上
）
の

所
得
が
あ
る
被
保
険
者
が
い
る
方
は
現
役

並
所
得
者
と
し
て
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
、
退
職
被
保
険
者
等
を
除
い

１４

て
全
て
３
割
負
担
だ
っ
た
も
の
を
、
各
制

度
・
世
代
を
通
じ
た
給
付
の
公
平
化
を
図

る
た
め
に
３
歳
未
満
と　

歳
以
上
の
人
に

７０

新
た
な
負
担
区
分
が
設
け
ら
れ
、
平
成　
１５

年
か
ら
は
退
職
被
保
険
者
等
に
つ
い
て
も

他
の
被
保
険
者
と
同
様
の
負
担
割
合
と
な

り
ま
し
た
。　

歳
以
上
の
現
役
並
所
得
者

７０

の
負
担
に
つ
い
て
は
当
初
２
割
で
あ
っ
た

も
の
が
、
平
成　

年
に
３
割
と
更
に
見
直

１８

し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、　

歳
か
ら

７０

　

歳
の
方
の
１
割
負
担
に
つ
い
て
は
平
成

７４
　

年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
す
る
こ
と
が

２０決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

実
施
が
凍
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
以
上
の
現
役
並
所
得
者
で

７０

あ
っ
て
も
世
帯
の
収
入
の
合
計
が
５
２
０

万
円
未
満
（
一
人
世
帯
の
場
合
は
３
８
３

万
円
未
満
）
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
月
内
に

所
得
区
分
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
て
一
部
負
担
金
を
支

払
っ
た
と
き
は
、
申
請
し
認
め
ら
れ
る
と
、

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
こ

の
よ
う
な
経
過
で
現
在
の
負
担
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。　

業
最
終
年
度
で
あ
る
た
め
、
事
業
費
の
大

幅
な
計
画
変
更
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
未
発
注
部
分
の
整
備
内
容
を
再
度
地

  
健
や
か
さ
・
安
心
を
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
）

　

保
育
料
の
軽
減

　

平
成　

年
度
よ
り
、
保
育
料
が
実
質
値

２０

上
が
り
し
ま
し
た
。
子
供
を
育
て
づ
ら
い

市
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
、
と
て
も
第
２

子
、
第
３
子
を
産
む
よ
う
な
気
持
ち
に
な

れ
な
い
の
で
す
が
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

保
育
料
は
児
童
の
同
一
世
帯
、
同
一
生

計
の
父
母
及
び
そ
の
他
の
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
税
額
と
市
町
村
民
税
額
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の

所
得
税
額
に
よ
っ
て
毎
年
変
動
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、「
子
ど

も
を
産
み
や
す
く
、
育
て
や
す
い
環
境
」

を
作
る
た
め
に
、
保
育
料
に
お
い
て
も
支

援
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
独
自
に
「
第

３
子
軽
減
」
を
実
施
し
、
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
保
育
料
を
２
分
の
１
に
軽
減
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、「
複
数
児
童
入
園
軽
減
」

で
、
同
一
世
帯
で
、
児
童
が
２
人
以
上
保

育
所
、
幼
稚
園
ま
た
は
認
定
子
ど
も
園
に

入
園
し
て
い
る
場
合
は
、
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
２
人
目
の
保
育
料
が
２
分
の
１
に
、

３
人
目
以
降
を
全
額
免
除
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
削
減

　

病
院
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
個
人

負
担
が　

歳
に
は
負
担
の
重
い
3
割
で
す
。

８０

1
割
負
担
か
ら
い
き
な
り
3
割
負
担
に
な

る
の
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
一
定
の
線
が

あ
り
、
分
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
年
間

し
た
が
、
今
の
場
所
が
中
央
公
民
館
、
市

役
所
の
近
く
で
、
用
事
を
し
な
が
ら
行
く

の
に
と
て
も
良
い
場
所
な
の
で
、
移
転
の

必
要
性
を
感
じ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
立
図

書
館
に
な
い
本
は
、
上
田
な
ど
の
図
書
館

　

図
書
館
の
建
設

　

今
、
本
離
れ
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
、

図
書
館
を
新
し
く
建
て
る
必
要
性
を
感
じ

ま
せ
ん
。
図
書
館
を
新
し
く
建
て
る
と
し

た
ら
北
御
牧
地
区
へ
と
の
お
話
も
あ
り
ま

  
未
来
を
担
う
人
を
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
）

▲子どもたちの元気な声が響く
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か
ら
取
り
寄
せ
が
可
能
な
の
で
、
今
の
ま

ま
で
不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

要
望
を
取
り
入
れ
る
な
か
で
も
う
少
し
時

間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
建
設
場
所
に
つ
い
て
も
市
全
体
の

公
共
施
設
配
置
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
考
慮
し
、

更
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

公
共
図
書
館
の
あ
り
方
、
利
用
者
の
利

便
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
さ
ら
に
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
無
料
化

　

子
育
て
で
、
成
長
期
（
保
育
園
、
小
、

中
学
校
）
の
食
育
の
あ
り
方
は
大
切
な
こ

と
と
思
い
ま
す
。
医
療
費
も
大
事
な
こ
と

で
す
が
、
市
と
し
て
給
食
費
の
無
料
化
に

つ
い
て
も
段
階
を
踏
み
な
が
ら
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

学
校
給
食
法
で
は
、
学
校
給
食
に
要
す

る
経
費
の
う
ち
市
町
村
が
負
担
す
る
の
は
、

①
学
校
給
食
に
従
事
す
る
職
員
の
人
件
費
、

②
施
設
の
設
置
及
び
設
備
の
修
繕
費
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
食
材
費
に
関
わ
る
経
費

は
保
護
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
一
定
程
度
以
下
の
収
入
の
保
護

者
に
は
、
個
々
に
就
学
援
助
等
の
補
助
で

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
費
の
全
員
無
料
化
は
、
今
後
の
国

の
動
向
を
見
て
い
か
な
い
と
、
市
独
自
で

取
り
組
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
大
き
な
問

題
で
す
。

　

経
済
状
態
な
ど
を
考
慮
し
て
個
々
に
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
く
就
学
援
助
等
の
補
助

で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
し
、
民
間

評
価
制
度
を
導
入
し
、
職
員
の
人
材
育
成

に
よ
る
、
人
員
と
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
の
削

減
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

地
方
分
権
の
新
時
代
を
迎
え
、
質
の
高

い
多
種
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
よ
り
高
度
な
能
力
や
資
質

を
も
っ
た
職
員
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
人

材
育
成
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
の
中
、
当
市
で
は
「
東
御
市
人
材
育
成

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
こ
の
方
針
に
基

づ
い
た
職
員
の
研
修
計
画
を
立
て
、
求
め

ら
れ
る
職
員
像
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
員
削
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年
に
行
政
改
革
の
指
針
で

１８

あ
る
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
、
こ
の

中
で
具
体
的
な「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
具
体
的

な
方
策
と
し
て
職
員
退
職
勧
奨
制
度
を
実

施
す
る
な
ど
、
計
画
達
成
に
向
け
着
実
に

人
員
削
減
を
進
め
て
き
て
お
り
、
今
後
も

質
の
高
い
職
員
に
よ
る
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
努
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

市
営
墓
地
の
設
置

　

長
野
市
や
上
田
市
に
は
、
市
営
の
墓
地

が
あ
り
ま
す
が
、
東
御
市
で
も
ぜ
ひ
作
っ

て
欲
し
い
で
す
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

墓
地
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
公
益
性
や

非
営
利
性
の
観
点
か
ら
原
則
、
地
方
公
共

団
体
や
宗
教
法
人
等
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
け
る
寺
院
等
の
墓
地
は
、
以
前

調
査
し
た
結
果
か
ら
空
き
区
画
が
数
多
く

あ
り
、
信
仰
宗
教
や
宗
派
に
こ
だ
わ
ら
ず

墓
地
の
使
用
、
取
得
を
認
め
る
寺
院
も
あ

り
ま
す
の
で
、
当
面
は
寺
院
等
の
空
き
区

画
墓
地
の
使
用
、
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
営
墓
地
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

内
各
寺
院
の
墓
地
状
況
や
少
子
化
時
代
に

あ
っ
て
、
市
民
の
墓
地
に
対
す
る
意
識
や

将
来
需
要
を
見
据
え
た
う
え
で
必
要
に
応

じ
て
検
討
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

５
８
９
３

６４

  
支
え
あ
い
夢
を
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
と
行
政
の
協
働
）

▲児童・生徒の成長に大切な学校給食

▲多くの市民が利用する市立図書館
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おおおおおおおおおおららららららららららほほほほほほほほほほおらほのののののののののの子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどももももももももももの子ども
  
晴
天
に
恵
ま
れ

　

ジ
ュ
ニ
ア
野
外
体
験
学
校
開
校

　

７
月　

日
か
ら　

日
に
ジ
ュ
ニ
ア
野
外

１９

２０

体
験
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
市
と
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
野
外
活
動
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
て
て

い
ま
す
。「
自
然
・
発
見
」「
自
分
・
挑
戦
」

「
友
だ
ち
・
協
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

も
小
学
生　

名
、
東
御
清
翔
高
校
の
高
校

４１

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
名
、
育
成
会
役
員
等

で
、
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
に
湯
の
丸
高
原
へ
行

き
ま
し
た
。

自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然
・・・・・・・・・・
発発発発発発発発発発
見見見見見見見見見見

  
自
然
・
発
見

自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分
・・・・・・・・・・
挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

  
自
分
・
挑
戦

友友友友友友友友友友
だだだだだだだだだだ
ちちちちちちちちちち
・・・・・・・・・・
協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力

  
友
だ
ち
・
協
力

　

初
め
て
知
り
合
っ
た
仲
間
と
話

し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
1
泊
２

日
の
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
自
然

と
芽
生
え
、
学
校
・
学
年
を
超
え

た
友
情
が
心
に
刻
み
こ
ま
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

▲初めてテントを建てました ▲木を割って薪を作りました

▲スタンプラリー　隠されて
　いるポイントを探して

▲ネイチャーゲーム
　自然の中で五感を使って

▲キャンプファイヤー　勇気の火
　や友情の火を点火しました

▲1泊２日のキャンプ頑張ったね
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とうみ

地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域でででででででででで育育育育育育育育育育ててててててててててよよよよよよよよよようううううううううう域で育てよう
  
社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

　

７
月
の
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
時
に
、
県
下
一
斉
の
社
会
環
境

チ
ェ
ッ
ク
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
青
少
年
の
立
ち
寄
る
店
舗
、
施
設

等
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
を
お
願
い
し
て
い

く
活
動
で
す
。
青
少
年
補
導
委
員
さ
ん
を
中
心
に
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
巡
回
し
ま
し
た
。

▲マツヤ　店長さんが協力店シ
　ールをはってくださいました

▲やおふく ▲サークルK加沢店

  
青
少
年
健
全
育
成

  
協
力
店
の
拡
大
推
進

　

青
少
年
に
有
害
な
酒
類
・
た
ば

こ
類
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
基
づ

き
、
各
店
舗
で
表
示
紙
を
掲
示
し

た
り
、
専
用
の
機
械
を
設
置
す
る

な
ど
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
特

に
青
少
年
の
利
用
が
多
い
た
め
、

学
校
の
授
業
中
や
深
夜
の
立
ち
寄

り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
気
を
つ
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲セブンイレブン田中店　店長さん
　から青少年への配慮について伺う ▲酒類の販売

▲田中駅前トイレの落書き

　

田
中
駅
周
辺
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
駅
周
辺
施
設
を
管
理
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
か
ら
、「
駅
前
の
ト

イ
レ
の
利
用
の
仕
方
が
よ
く
な

い
」、「
自
転
車
置
き
場
や
駐
車
場

付
近
で
青
少
年
が
溜
ま
っ
て
い
て

心
配
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 
地
域
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
！

　
　
　
　
　
　
 
青
少
年
の
健
全
育
成

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
次
代
を
担
う
青
少
年
へ
の
関
心
を
高
め
、
育
成

や
環
境
に
気
配
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
青
少
年
の
健
全
育
成
は
始

ま
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係　

�　

－

５
８
８
５

６４

　図書がん具類等を収納する自動販売機の設置に関しては、

市の条例で届出義務や収納物に関する禁止事項が定められて

いますので、市内の設置台数も減少してきています。

　しかし、実際に中高生が

立ち寄ったり、小学生が落

ちている商品を拾ってきた

りしています。地元地域で

は、青少年を有害環境から

守る会を設立し、立て看板

の設置や署名活動、パト

ロール活動などを今後実施

していく予定です。

市内スーパーマーケット、コンビニエンスストアで協力店シールをはって
いただいています。
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 111 1月月99日日（日）（日）はは
東御市議会議員一般選挙東御市議会議員一般選挙

の投票日です　　　　　の投票日です
　任期満了による東御市議会議員一般選挙が、１１月９日（日）に行われます。投票は市政
参加の第一歩です。棄権せず投票に出かけましょう。

 投票できる人 
　今回の選挙で投票できる人は、次の要件を満たす人です。

（１）昭和６３年１１月１０日までに生まれた人

（２）平成２０年８月１日までに東御市に住民登録され、引き続き東御市内に住

　　　んでいる人

※市内で転居した人　　

　　１０月２４日以降に市内で転居の届出をした人は、前住所地の投票所での投票

になります。入場券に記載してある投票所を確認の上、お出かけください。

次の人は投票できません

（１）平成２０年８月２日以降に東御市へ転入の届出をした人

（２）投票日前に市外へ転出した人は、投票所入場券が送付されていても投票

できません。（転出日により期日前投票ができる場合があります。）

 投 票 所 
　次の区を除いて、平成20年４月１３日に行われた東御市長選挙と同じ投票所となります。

　変更となる区

　　赤岩区・片羽区・中屋敷区

　　　滋野保育園　→　滋野コミュニティーセンター（公民館）

　　曽根区・東深井区・西深井区

　　　曽根集落農事集会所　→　深井地区コミュニティーセンター（東深井区の公民館）

 投票時間 
　投票時間は、午前７時から午後８時までです。ただし、次の投票所は午後６時までとなっておりますのでご注

意ください。

　　西入集会所・姫子沢公民館・奈良原公民館

 期日前投票所は５カ所 
　期日前投票所を、次のとおり設けます。お住まいの地区にかかわらず、ど

この投票所でも投票ができますので、都合の良い投票所へお出かけください。

　期間　１１月３日（月）～１１月８日（土）

　�舞台が丘会館（市役所北側の建物）　　　午前８時３０分～午後８時

　�北御牧総合支所　　　　　　　　　　　　午前１０時～午後５時

　�滋野コミュニティーセンター（公民館）　午前１０時～午後５時

　�祢津公民館　　　　　　　　　　　　　　午前１０時～午後５時

　�和コミュニティーセンター（公民館）　　午前１０時～午後５時

 立候補予定者説明会等 
　次のとおり立候補予定者説明会等を行います。　　　　

　�立候補予定者説明会　　　　１０月６日（月）　午前１０時から　東御市勤労者会館　２階大会議室

　�立候補届出書類事前審査　　１０月２０日（月）　午後１時から午後４時まで　舞台が丘会館　２階大会議室

　�立候補届受付　　　　　　　１１月２日（日）　午前８時３０分から午後５時まで　舞台が丘会館　２階大会議室

●問い合わせ先　市選挙管理委員会　�62－1111 （内1112） FAX63－5431　メールアドレス  soumu@city.tomi.nagano.jp

▲期日前投票所５カ所のうちの１カ所、
　滋野コミュニティーセンター

▲棄権せずに投票を
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とうみ

こしょうをする。牛ひき肉、ゴーヤ
の順に加えて炒め合わせ、ゴーヤに
火が通ったらカレー粉を加えて軽く
炒める。
⑤●４ にご飯を加え、パラパラになるま
で炒め合わせ、塩、こしょうで味を
整える。

カレーで残暑を乗り切ろう

  ゴーヤの
　　  ドライカレー
�材料（６人分）580kcal/1人前
ご飯 …………………………………３合
ゴーヤ ………………………………１本
牛ひき肉 …………………… ３００グラム
　塩 ……………………………小さじ１
　こしょう …………………………少々
玉ねぎ ………………１個（２００グラム）

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

にんじん …………………… １００グラム
にんにく ………………………… １かけ
サラダ油 ……………………… 大さじ４
カレー粉 ……………………… 大さじ２
塩 …………………………………… 少々
こしょう …………………………… 少々
�作り方
①ゴーヤは縦半分に切り、種とワタを
スプーンで取り、１センチ角に切る。

②玉ねぎとにんじんは粗みじん切り、
にんにくはみじん切りにする。

③牛ひき肉は、塩、こしょうをしてほ
ぐす。

④中華なべに、サラダ油大さじ４とに
んにくを入れ弱火で熱し、香りが出
たらにんじん、玉ねぎの順に加え、
中火でしんなりするまで炒め、塩・

 
災
害
時
の
応
援
体
制
が
充
実

 
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
と

 
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
締
結

　

７
月　

日
、
市
は
北
陸
コ
カ
・

２５

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
（
稲
垣
晴

彦
社
長　

本
社
・
富
山
県
高
岡
市
）

と
東
信
地
方
で
は
初
め
て
と
な
る

「
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
提

供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
広
沢
昌
典
取

締
役
ほ
か
３
名
が
市
役
所
を
訪
れ
、

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
市
内
に
災
害

が
発
生
、
又
は
発
生
す
る
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
市
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
、
飲
料
水
を
調
達
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、

同
社
は
要
請
に
基
づ
き
飲
料
水
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
は
緊
急

時
に
災
害
情
報
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
表
示
で
き
る
電
光
掲
示
板
機

能
を
搭
載
し
た
「
地
域
貢
献
型
自

動
販
売
機
」
が
設
置
さ
れ
、
災
害

時
に
は
自
動
販
売
機
内
の
飲
料
水

（
最
大
６
０
０
本
収
納
）
が
無
償

提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
市
が
必
要
と

す
る
数
量
の
飲
料
水
が
優
先
的
に

提
供
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

　

地
域
貢
献
型
自
動
販
売
機
は
今

後
市
民
病
院
、
北
御
牧
総
合
支
所
、

体
育
館
な
ど
に
順
次
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
大
田
区
と
の
災
害
協
定
を

は
じ
め
郵
便
局
な
ど
各
事
業
者
と

も
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
の

締
結
で
応
援
体
制
が
さ
ら
に
充
実

し
ま
し
た
。

ATL交代
～生きた外国語を指導～

　平成１８年８月から東部中学校で外国語指導

助手（ALT）として勤務いただいた、リガー・

マグライヤさんが、７月３１日の契約期間終了

に伴う母国カナダ帰国を前に、７月 １５日市役

所を訪れました。

　また、新たに東部中学校で勤務いただくア

ラン・C・カダノさん（フィリピン出身）が

８月１日、着任報告のため市役所を訪れまし

た。

　アランさんは今後、中学校の英語担当教員

の助手として教壇に立ち、生徒に生きた外国

語を指導します。

▲東御市での思い出を話す
　リガーさん

▲新たに指導いただくアランさん

｛

▲花岡市長と広沢取締役が握手を交わす

▲災害情報などのメッセージが表示できる
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誕生日おめでとう！（ 9 月生まれ）

 高 
たか

 瀬 　
せ

 聖 翔
かい

   くん （祢津南）
と

（１歳、H１９．９．１０生）

　�HAPPY BIRTHDAY 聖翔�

　聖翔の笑顔はいつもパパとママを幸せ

にしてくれるよ。ありがとぉ�これから

もその胸キュン�スマイルを忘れずに大

きくなってネ�

 平  井 　 寿 弥   くん（県）
ひら い とし や

（１歳、H１９．９．１１生）

　お兄ちゃんが大好きなとしくん。

　あっという間に色々な事ができる様に

なったね。いよいよ本領発揮？ ！

　１歳のお誕生日おめでとう�

 馬  場 　 愛 織   ちゃん（常田）
ば ば あい り

 （１歳、H１９．９．２７生）

　愛たん、愛たん、かわいいあいたん�

１歳おめでとう。

　愛織がいるだけで、パパとママは幸せ

です。大好きだよ�

 依  田 　 夏 桔   ちゃん（下八重原西部）
よ だ なつ き

 （２歳、H１８．９．１０生）

　なっちゃん、２歳のお誕生日おめでと

う�優しいお姉ちゃんになったネ�そん

なイタズラっ子のなっちゃん大好きよ�

 � 
やなぎ

 澤 　 音 花   ちゃん（県）
さわ おと は

 （２歳、H１８．９．２１生）

　音ちゃんお誕生日おめでとう。

　お世話大好き音ちゃんの笑顔に家中が

いやされています。

　これからもいっぱい食べて、いっぱい

遊んで大きくなってね。

 中  澤 　 美 結   ちゃん（原口）
なか ざわ み ゆ

 （３歳、H１７．９．１８生）
　３歳のお誕生日おめでとう。美結は
歌って踊るのが大好き�大きくなったら、
“しょうこお姉さん（お歌のお姉さん）
になりたい”んだよね�お父さんもお母
さんも美結がこれからどんなステキな女
の子に育っていくのか楽しみだよ。

 山  浦 　�   太   くん （桜井）
やま うら れん た

（１歳、H１９．９．４生）

　�太�初めてのお誕生日おめでとう�

　これからもやんちゃな笑顔で、元気に

すくすく育ってね���

 細  川 　 瑠 菜   ちゃん（加沢）
ほそ かわ る な

（１歳、H１９．９．１１生）

　泣き虫ルナ

　こぶりちゃんだからいっぱい食べて大

きくなってね。これからもにいちゃんと

一緒にいっぱい笑ってね�

 佐  藤 　 新 大   くん（田中）
さ とう あら た

 （１歳、H１９．９．１６生）

　日々大きく成長していく新大を見る事

が、お父さんお母さんの楽しみです。

　これからも楽しい思い出たくさん作ろ

うね！１歳おめでとう�

 野  中 ゆうきちゃん（新張）
の なか

 （２歳、H１８．９．７生）

　２歳のお誕生日おめでとう。

　おしゃべりやダンスがじょうずになっ

たね。ゆうちゃんと一緒にいると、お父

さんもお母さんも笑顔になります。いつ

もありがとう。

 馬  場 　 悠 生   くん（片羽）
ば ば ゆう せい

 （２歳、H１８．９．１９生）

　ねえねえ大好きで、何でもまねっ子。

いたずら＆ワンパク坊主だけど、みんな

悠くんが大好きだよ�悠々と大きくなっ

てね�

 桜 
さくら

 井 　彩   乃   ちゃん（曽根）
い あや の

 （３歳、H１７．９．１０生）
　３歳になった彩乃は花・動物・虫が大
好きで、やさしい子に成長してパパとマ
マはうれしいです。
　いつも歌を口ずさみ、家族を楽しませ
てくれてありがとう�いつまでもチャー
ミングな“あやの”でいてね�

☆募集します!!☆（対象者１０月生まれの３歳まで）　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いた
しかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。　締め切りは、９月１２日 （金） 必着。
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平
成
９
年
４
月
開
設
の
滋
野
児
童
館
も
、

早
い
も
の
で
今
年　

年
目
に
な
り
ま
す
。

１２

　

開
設
時
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
こ
こ
数
年
利
用
者
が
増
え
、
平
成　

年
２０

度
の
総
登
録
児
童
数
は　

名
と
な
り
ま
し

７６

た
。
今
で
は
１
日
平
均　

名
を
越
す
児
童

６０

が
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
２
名
体

制
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
毎
日
が
と
て
も

忙
し
く
、
安
心
安
全
を
第
一
に
遊
び
を
通

じ
て
細
心
の
注
意
を
し
て
い
ま
す
が
、
正

直
な
と
こ
ろ
職
員
の
眼
の
届
か
な
い
所
で

の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
次
か
ら
つ
ぎ
へ
と

仲
裁
に
追
わ
れ
お
お
わ
ら
わ
で
す
。

　

児
童
た
ち
が
「
た
だ
い
ま
」
と
元
気
に

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
す
ぐ
に
宿
題

を
始
め
る
子
、
到
着
す
る
や
ロ
ッ
カ
ー
に

自
分
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
投
げ
入
れ
、
勢
い

よ
く
外
に
飛
び
出
し
て
い
く
子
と
様
々
で

す
。
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
滋
野
児

童
館
で
す
の
で
、
外
で
の
び
の
び
と
遊
び
、

過
ご
す
子
が
多
い
で
す
。
今
は
男
の
子
も

女
の
子
も
カ
ニ
探
し
と
カ
エ
ル
捕
ま
え
に

夢
中
で
す
。
女
の
子
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

の
飛
び
交
う
広
場
に
出
て
、
た
く
さ
ん
咲

い
て
い
る
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
で
花
の
首
飾
り

を
編
ん
だ
り
し
て
楽
し
そ
う
で
す
。
遊
戯

室
で
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
一
輪
車
、
竹
馬
な
ど
で
遊
び
、
部
屋

で
は
将
棋
、
ト
ラ
ン
プ
、
オ
セ
ロ
、
ぬ
り

絵
、
折
り
紙
な
ど
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
も
９
名
多
い　

名
の
１
年

３２

生
登
録
児
童
も
、
５
カ
月
が
過
ぎ
、
児
童

館
の
生
活
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
、
元
気

い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
す
。
私
た
ち
職
員
も
健

全
な
遊
び
を
通
じ
来
館
す
る
児
童
に
、
小

学
校
で
は
で
き
な
い
こ
と
や
家
庭
で
も
で

き
な
い
こ
と
を
約
束
事
の
範
囲
内
で
最
大

限
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
の
健
康
を
増
進
し
、
情
操
を
豊
か
に

す
る
よ
う
地
元
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
児
童
か
ら
親
し
ま
れ
、

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
児
童
館
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。

▲どうだい、僕のカニ
　キングだぜ。

▲花の首飾り、たくさん作ろう

●
田
中
地
区

　

（
６
月　

日（
日
）開
催
）

１５

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

県

　

準
優
勝　

本
海
野

　

３　

位　

西
海
野

　

３　

位　

加
沢

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

本
海
野
Ａ

　

準
優
勝　

本
海
野
Ｂ

　

３　

位　

常
田
Ｂ

（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
）

　

優　

勝　

田
中
Ａ

　

準
優
勝　

田
中
Ｂ

　

準
優
勝　

県
Ａ

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

田
中
Ｂ

　

準
優
勝　

加
沢

　

３　

位　

田
中
Ａ

●
祢
津
地
区

（
６
月　

日（
日
）開
催
）

２９

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
A
ブ
ロ
ッ
ク
）

（
男
子
）

　

優　

勝　

金
井
A

　

準
優
勝　

祢
津
南

　

３　

位　

姫
子
沢
A

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）

（
男
子
）

　

優　

勝　

新
屋
B

　

準
優
勝　

滝
の
沢

　

３　

位　

伊
勢
原

（
女
子
）

　

優　

勝　

金
井
A

　

準
優
勝　

金
井
B

　

３　

位　

出
場

（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
）

　

優　

勝　

西
宮

　

準
優
勝　

新
屋

　

３　

位　

金
井

　

個
人
の
部

　

優　

勝　

宮
澤
伸
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
海
善
寺
北
）

　

準
優
勝　

白
鳥
純
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
日
向
が
丘
）

　

３　

位　

荻
原
金
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
田
沢
）

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

東
上
田

　

準
優
勝　

日
向
が
丘

　

３　

位　

田
沢

●
北
御
牧
地
区

　

（
７
月　

日（
日
）開
催
）

２７

（
３
６
０
歳
野
球
）

　

北
御
牧
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

布
下

　

準
優
勝　

下
八
重
原
西
部

　

３　

位　

上
八
重
原

　

３　

位　

山
崎

　

八
重
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

本
下
之
城

　

準
優
勝　

羽
毛
山

　

３　

位　

田
之
尻

　

３　

位　

畔
田

　

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

北
部
・
御
牧
台

　

準
優
勝　

切
久
保

　

３　

位　

八
反
田

　

３　

位　

芸
術
む
ら

（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

南
部
Ａ

　

準
優
勝　

中
八
重
原
Ａ

　

３　

位　

布
下
Ｂ

　

３　

位　

島
川
原
Ａ

（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
）

　

優　

勝　

本
下
之
城

　

準
優
勝　

下
八
重
原
東
部

　

３　

位　

八
反
田

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

西
宮
B

　

準
優
勝　

出
場

　

３　

位　

新
屋
Ａ

●
滋
野
地
区

　

（
７
月
６
日（
日
）開
催
）

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

乙
女
平

　

準
優
勝　

大
石

　

３　

位　

片
羽

　

３　

位　

中
屋
敷

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

原
口
A

　

準
優
勝　

片
羽
A

　

３　

位　

桜
井
A

　

３　

位　

乙
女
平

（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
）

　

優　

勝　

別
府
A

　

準
優
勝　

桜
井
A

　

３　

位　

大
石
A

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

赤
岩
A

　

準
優
勝　

片
羽
B

　

３　

位　

赤
岩
B

●
和
地
区

　

（
７
月　

日（
日
）開
催
）

１３

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

栗
林

　

準
優
勝　

曽
根

　

３　

位　

日
向
が
丘

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝　

日
向
が
丘
A

　

準
優
勝　

海
善
寺
B

　

３　

位　

海
善
寺
A

（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
）

　

分
館
対
抗
の
部

　

優　

勝　

日
向
が
丘

　

準
優
勝　

海
善
寺
北

　

３　

位　

曽
根

   
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗

球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球

技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

のののののののののののののののののののの

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結

果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

館
対
抗
球
技
大
会
の
結
果
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８
月　

日
、
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
平
成　

年
度
成
人
式
（
東
御
市

１５

２０

公
民
館
、成
人
式
実
行
委
員
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
約
２
７
０
名

の
新
成
人
が
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
ド
レ
ス
姿
、
ゆ
か
た
姿
で
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

受
付
で
は
久
々
に
会
う
友
人
同
士
が
笑
顔
で
会
話
す
る
様
子
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
鳴
澤
優
花
子
成
人
式
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
と
、
３
名
の
新
成
人

が
二
十
歳
の
抱
負
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
責
任
あ
る
大
人
と

し
て
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た

家
族
ば
か
り
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
や
日
本
、
さ
ら
に
世
界
の
こ
と
も
考
え
、

幅
広
い
視
野
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
最
近
の
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
状

況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は

夢
を
持
ち
続
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
夢
を
失
わ
ず
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
地
域
や
日
本
の
将
来
を
明
る
い

も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
た
ち

を
育
て
、
励
ま
し
、

ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
家
族
や
先

生
方
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
心
よ
り
感

謝
し
、
自
覚
あ
る

社
会
の
一
員
に
な

れ
る
よ
う
努
力
す

る
事
を
誓
い
ま
す
。

ま
た
、
入
社
し
て
間
も
な
い
新
入
社
員

の
研
修
中
に
学
生
気
分
が
抜
け
ず
、
社

会
人
と
し
て
の
言
葉
使
い
、
上
司
や
先

輩
の
話
を
聞
く
態
度
な
ど
に
つ
い
て
厳

し
く
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
成
人
式
を
迎
え
「
大
人
」

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
仕
事
、
行
動
に
自

信
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
日
々
努
力

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

大
切
に
し
、
人
間
関
係
の
輪
を
広
げ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
県
内
の
看
護
大
学
で
医

療
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
４
年
間

の
大
学
生
活
で
の
知
識
と
技
術
を
生
か

し
、
将
来
は
地
域
医
療
に
携
わ
り
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
悩
み
や

病
気
を
抱
え
る
人
た
ち
の
力
に
な
り
、

手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
日
々
鍛
錬

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
で
は
許
さ
れ
な
い
し
、
大
人
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
と
い
う
意
味
で
も

非
常
に
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
精
神
的
に
自
立
す
る
こ

と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
親
が
面
倒
を
み

て
く
れ
る
と
い
う
考
え
を
捨
て
る
こ
と

で
す
。
私
は
こ
の
４
月
か
ら
大
学
生
と

し
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、
一
人
で
生

活
す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

以
上
私
が
成
人
す
る
に
あ
た
っ
て
の

抱
負
と
し
ま
す
。

　

私
は
高
校
卒
業
後
、
鉄
道
会
社
に
入

社
し
、
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
会
社
に
入
っ
て
感
じ

た
こ
と
は
「
企
業
」
と
い
う
集
団
の
一

員
と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
の
大

き
さ
で
す
。
公
共
の
交
通
機
関
と
し
て

お
客
様
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て

日
々
仕
事
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
年
二
十
歳
と
な
り
、
人
生
の
節
目

と
な
る
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
ま
で
家

族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ

て
い
た
こ
と
も
、
今
後
は
自
分
一
人
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
生

活
に
お
い
て
も
責
任
が
伴
っ
て
き
ま
す
。

「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」
な
ど
と

い
う
甘
い
考
え
や
自
分
勝
手
な
行
動
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
出
会
い
が
訪
れ

る
と
思
い
ま
す
が
そ
う
い
っ
た
機
会
を

　

今
年
私
た
ち
は
二
十
歳
に
な
り
ま
す
。

成
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
年
齢
的
な

こ
と
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
大
人

に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
次
の
２
つ
の
事
に
心
が
け
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
行
動
を
し
な

い
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
「
子
供
だ
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
許
さ
れ
た
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な

蓬
田　

豊
さ
ん

保
科
文
乃
さ
ん

小
山
隼
來
さ
ん

　

二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
のののののののののの
抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱
負負負負負負負負負負

二
十
歳
の
抱
負
（
発
表
内
容
の
一
部
を
紹
介
）

成人式実行委員長

鳴澤優花子さん

▲式典準備に奮闘した実行委員の皆さん
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
ギ
ョ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
冒
険

…
…
阿
川　

佐
和
子
・
著

�
真
夜
中
の
運
動
会
…
池
永　
　

陽
・
著

�
我
、
言
挙
げ
す
…
宇
江
佐　

真
理
・
著

�
草
す
べ
り－

そ
の
他
の
短
篇－

…
…
南
木　

佳
士
・
著

�
早
刷
り
岩
次
郎
…
…
山
本　

一
力
・
著

◆
児
童
書

�
お
ば
け
屋
の
お
ば
け
う
め
ぼ
し

…
…
あ
わ
た　

の
ぶ
こ
・
作

�
バ
ア
ち
ゃ
ん
と
、

　
　
　

と
び
っ
き
り
の
三
日
間

…
…
三
輪　

裕
子
・
作

�
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
と

　
　
　
　

か
ん
が
え
よ
う
世
界
の
こ
と

…
…
真
珠　

ま
り
こ
・
作

�
こ
と
ば
の
く
に
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

…
…
大
庭　

明
子
・
絵

�
リ
ッ
ク
の
お
へ
や
…
ど
い　

か
や
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

く
ま
の
子
に
よ
る

9
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

９
月　

日 （
土
）

２０

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

て
あ
そ
び　

「
ま
め
う
し
く
ん
」

　

紙
芝
居　
　

「
う
ば
す
て
や
ま
」

　

絵　

本　
　

「
ボ
ク
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
て
は
し
わ
し
わ
」

　
　
　
　
　
　

「
お
じ
い
さ
ん
な
ら
で
き
る
」

　
　
　
　
　
　

「
パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　

「
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に
」

　

ほ
か

９
月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１２

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
に
て

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

9月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

654321

131211109�7

20191817��14

27�2524��21

��28

図
書
館
だ
よ
り

９
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク 

【
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　

が
出
て
く
る
本
】

　

９
月　

日
は
敬
老
の
日
。
お
じ
い

１５

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
か
。

�
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
き
ん
ぴ
ら

　
　

大
原
由
佳：

絵

文
芸
社

�
い
つ
も
み
て
い
る
よ

　
　

松
田
も
と
こ：

作

　

遠
藤
て
る
よ：

絵

　

ポ
プ
ラ
社

�
時
が 
滲 
む
朝

に
じ

 

楊
逸：

著

　

文
藝
春
秋

　

梁
浩
遠
と
謝
志
強
。
天
安
門
事
件
か
ら

北
京
五
輪
前
夜
ま
で
、
２
人
の
中
国
人
大

学
生
の
成
長
を
通
し
て
中
国
民
主
化
勢
力

の
青
春
と
挫
折
を

描
く
。
中
国
人
の

心
情
を
え
ぐ
っ
た

一
冊
。
1
3
9
回

芥
川
賞
受
賞
作
品
。

�
ラ
ン
ち
ゃ
ん
ド
キ
ド
キ

 

角
野
栄
子：

作

ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ：

絵

　

ポ
プ
ラ
社

　

公
園
で
拾
っ
た
小
犬
を
育
て
る
こ
と
と

な
っ
た
ラ
ン
ち
ゃ
ん
。
ラ
ン
ち
ゃ
ん
は
小

犬
に
ク
ー
ク
ー
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
、

ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
、
散
歩
に
連
れ
て

行
っ
た
り
と
お
お

は
り
き
り
。
と
こ

ろ
が
、
小
犬
は
自

分
の
も
の
だ
と
い

う
女
の
子
が
現
れ

た
…
。

�
お
ひ
さ
ま　

お
は
よ
う
！

 

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン：

作

石
津
ち
ひ
ろ：

訳

　

小
学
館

　

ニ
コ
ラ
と
う
さ
ぎ
ぼ
う
や
は
、
雲
に

乗
っ
て
お
散
歩
の
途
中
、
よ
る
う
ま
さ
ん

に
出
会
い
ま
し
た
。「
も
う
す
ぐ
お
ひ
さ

ま
が
沈
む
か
ら
、
星
を
ま
く
の
を
手
伝
っ

て
」
と
言
わ
れ
、

ニ
コ
ラ
た
ち
の
大

冒
険
が
始
ま
り
ま

す
。
ニ
コ
ラ
と
う

さ
ぎ
ぼ
う
や
の
楽

し
い
絵
本
。

（２００８年９月）

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆

とうみ

　

図
書
館
で
は
、
毎
年
図
書
の
所
蔵
確

認
の
た
め
特
別
整
理
期
間
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
定
例
の
休
館
日
を

含
め
９
月　

日（
月
）か
ら　

月
６
日

２９

１０

（
月
）ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。
こ
の
期

間
中
は
図
書
の
貸
出
し
、
予
約
は
で
き

ま
せ
ん
。
返
却
は
玄
関
前
の
返
却
ボ
ッ

ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
特
別
整
理
期
間
と
は
】

　

特
別
整
理
期
間
の
間
、
図
書
館
で
は

「
蔵
書
点
検
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
蔵

書
点
検
と
は
、
お
店
で
言
う
と
「
た
な

卸
し
」
作
業
に
あ
た
り
ま
す
。
館
内
に

あ
る
図
書
を
一
冊
一
冊
点
検
し
、
不
明

本
が
な
い
か
、
本
が
正
し
い
場
所
に
あ

る
か
、
廃
棄
本
の
選
定
な
ど
の
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
年
に
一
度
す
べ
て
の
資

料
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
正
し
い
状
態
に
す

る
作
業
を
特
別
整
理
期
間
に
行
い
ま
す
。
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が
ん
予
防
に
運
動
が

  
ど
れ
だ
け
効
果
的
か
？

　

生
活
習
慣
病
で
あ
る
肥
満
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
等
に
運
動
が
効
果
的
な

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
が
、
が
ん
に
対

し
て
運
動
が
ど
れ
だ
け
効
果
的
か
は
ま
だ

十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
が
ん
予
防
に
対
す
る
意
識
調

査
（
全
国
の
成
人
男
女
2
0
0
0
人
に
対

す
る
調
査
、
有
効
回
答
率　

％
）
で
「
あ

６８

な
た
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

が
ん
に
な
る
確
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら

い
下
が
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、　

％
未
満
と
答
え
た
人
が

５０

過
半
数
で
、　

％
以
上
と
答
え
た
人
は
1

７０

割
に
満
た
な
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
生
活
習
慣
改

善
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
宿
命
的
な

が
ん
の
割
合
は
意
外
に
少
な
く
、
禁
煙
や

節
酒
、
節
塩
な
ど
生
活
習
慣
を
変
え
た
り
、

工
夫
し
た
り
す
る
努
力
で　

％
予
防
で
き

６８

る
と
い
う
報
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
だ
け
で
も
大
腸
が
ん
や
乳
が
ん
が

　

％
程
度
減
ら
せ
る
こ
と
は
す
で
に
ア
メ

４０

リ
カ
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

日
本
人
の
デ
ー
タ
で
も
、
が
ん
と
運
動
の

関
係
が
報
告
さ
れ
（In

o
u
e

ら
2
0
0
8

の
研
究
）、　

〜　

歳
の
7
9
7
7
1
名

４５

７４

を
5
〜　

年
間
追
跡
し
た
結
果
、
身
体
活

１０

動
量
が
多
い
人
の
方
が
、
男
性
で
は
結
腸
、

肝
臓
、
膵
臓
が
ん
が
少
な
く
、
女
性
で
は

胃
が
ん
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
も
が
ん
と
生
活
習
慣
と
の
関
係
に

つ
い
て
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
現
時
点
で
科
学
的
に
妥
当
な
が
ん

予
防
法
と
し
て
厚
生
労
働
省
研
究
班
が
示

し
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
　
　

保
健
師
で
す

   
介
護
予
防
っ
て
？

 吉 
よし

 村 　
むら

 香 
か

 織  保健師
おり

　

「
介
護
予
防
」と
い
う
言
葉
は
聞
き
な
れ

な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
介
護
予

防
」
と
は
、
年
を
重
ね
て
も
自
分
ら
し
く

イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
、
で
き
る
だ
け
介
護

を
受
け
る
状
態
に
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た

介
護
を
受
け
て
い
る
方
は
悪
化
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
保
険
で
要
介
護
（
支
援
）

と
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
全
国
で
約
４

５
０
万
人
、
東
御
市
で
は
１
２
０
０
人
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
に
な
る
原

因
は
、
第
１
位
脳
血
管
疾
患　

第
2
位
高

齢
に
よ
る
衰
弱　

第
３
位
転
倒
骨
折　

第

４
位
認
知
症
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
自
分
ら
し
く
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
す

た
め
に
、
病
気
が
悪
化
す
る
こ
と
を
防
い

だ
り
、
足
腰
の
健
や
か
さ
や
頭
の
元
気
さ

を
保
っ
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
こ

と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
持
病
が
あ
る
場
合
、
薬

だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
生
活
の
見
直
し

も
大
切
で
す
。
食
事
･
運
動
・
休
息
の
バ

ラ
ン
ス
は
取
れ
て
い
ま
す
か
？
足
腰
の
た

め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
に
動
い
て
い

ま
す
か
？
車
に
頼
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
身

体
を
動
か
す
習
慣
は
あ
り
ま
す
か
？

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
は
認
知
症
予

防
に
も
な
り
ま
す
。
頭
の
た
め
に
、
趣
味

や
楽
し
み
を
持
ち
充
実
し
た
毎
日
・
生
き

が
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す

か
？
人
と
の
交
流
は
あ
り
ま
す
か
？

　

年
を
重
ね
る
と
身
体
に
不
調
が
で
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
置
か
れ
た
状
況

の
中
で
、
今
後
も
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
振
り
返
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
少
し
生
活
を
変

え
る
こ
と
で
よ
り
健
康
的
な
生
活
に
な
り
、

そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
自
分
で
行
え
る

こ
と
が
広
が
り
ま
す
。「
介
護
予
防
」と
は

自
分
ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
と
も
言
え
ま
す
。

�
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
。
他
人
の
た
ば

こ
の
煙
を
可
能
な
限
り
避
け
る
。

�
適
度
な
飲
酒
。
飲
ま
な
い
人
、
飲
め

な
い
人
は
無
理
に
飲
ま
な
い
。

�
食
事
は
偏
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。

�
定
期
的
な
運
動
の
継
続
。
例
え
ば
、

ほ
ぼ
毎
日
合
計　

分
程
度
の
歩
行
な

６０

ど
の
適
度
な
運
動
、
週
に
1
回
程
度

は
汗
を
か
く
よ
う
な
運
動
。

�
成
人
期
で
の
体
重
を
維
持
（
太
り
過

ぎ
な
い
、
や
せ
過
ぎ
な
い
）。
具
体

的
に
は
、
中
年
期
男
性
の
B
M
I
で

　

を
超
さ
な
い
、　

を
下
ま
わ
ら
な

２７

２１

い
。
中
年
期
女
性
で
は
、　

を
超
さ

２５

な
い
、　

を
下
ま
わ
ら
な
い
。

１９

�
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
有
無
を
知
り
、

感
染
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
治
療

の
措
置
を
と
る
。
が
ん
を
起
こ
す

ウ
ィ
ル
ス
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
。
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特別障害給付金制度について
　国民年金の任意加入期間に加入しなかったことによ
り、障害基礎年金等を受給していない障害者の方に対
して、国民年金制度の発展過程において生じた特別な
事情を考慮し、福祉的措置として「特別障害給付金制
度」があります。
１．支給の対象となる方
①平成3年3月以前に国民年金任意加入対象であった
学生
②昭和61年3月以前に国民年金任意加入対象であった
被用者等の配偶者
　　①又は②であって、当時、任意加入していなかっ
た期間内に初診日 （※）があり、現在、障害基礎年金の
１級、２級相当の障害の状態にある方。ただし、６５
歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当され
た方に限られます。
　　なお、障害基礎年金や障害厚生年金、障害共済年
金などを受給することができる方は対象になりません。
　　また、給付金を受けるためには、社会保険事務局
（社会保険庁）での認定が必要になります。

（※）初診日とは、障害の原因となる傷病について初め
て医師又は歯科医師の診療を受けた日です。

２．支給額（平成20年度）
　障害基礎年金１級相当に該当する方：月額５万円
　障害基礎年金２級相当に該当する方：月額４万円

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

�支給額は、毎年度物価の変動に応じて改定されます。
�ご本人の所得によって、支給額の全額又は半額が停
止される場合があります。

�老齢年金、遺族年金、労災補償等を受給されている
場合には、その受給額分を差し引いた額を支給いた
します。（老齢年金等の額が特別障害給付金の額を
上回る場合は、特別障害給付金は支給されません。）

�経過的福祉手当を受給されている方は、特別障害給
付金の支給を受けると、経過的福祉手当の受給資格
は喪失します。

３．請求手続きの窓口等
①窓口
　　請求の窓口は、住所地の市区町村役場です。
　　審査・認定・支給事務は、社会保険事務局（社会
保険庁）が行います。

②請求について
�認定された場合、請求を受け付けた翌月分から支給
が開始されますので、請求はお早めにお願いします。

�原則として、６５歳に達する日の前日までに請求して
いただく必要がありますが、平成17年4月1日時点
で６５歳を超えている方については、平成22年3月31
日まで請求を行うことができます。また、平成17年
4月1日以降間もなく６５歳に達する方についても、６５
歳を超えてから一定期間は請求を行うことができる
経過措置が設けられています。

　●問い合わせ先
　　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）

　

私
た
ち
は
毎
日
あ
た
り
ま
え
に
人
間
と

し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
人

間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る

権
利
が
人
権
で
す
。
そ
ん
な
日
々
の
生
活

の
中
で
思
い
も
寄
ら
ぬ
事
故
で
命
を
落
と

す
ほ
ど
悲
し
く
残
念
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
夏
に
な
る
と
必
ず
聞
か
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
水
の
事
故
に
よ

り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
出

来
事
で
す
。
今
年
の
夏
は
水
泳
や
水
遊
び

に
よ
る
悲
し
い
事
故
は
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
夏
に
な
る
と
「
プ
ー
ル
開
き
」

と
い
う
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

シ
ー
ズ
ン
中
は
「
絶
対
に
事
故
な
く
、
安

全
で
楽
し
い
水
泳
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

よ
う
に
」
と
思
う
の
は
誰
し
も
の
願
い
で

す
。
安
全
へ
の
祈
り
や
願
い
は
当
然
で
す

が
、
そ
ん
な
中
で
一
つ
私
に
は
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
プ
ー
ル

開
き
の
行
事
の
中
で
「
お
神
酒
と
塩
」
を

用
い
て
安
全
祈
願
を
図
る
と
い
う
行
為
で

す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
昔
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
行
為
で
あ
り
そ
の
こ
と
が
当

た
り
前
で
、
し
か
も
と
て
も
大
切
な
振
る

舞
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
そ
の
行
為

（
形
）
だ
け
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
て
、
何

の
た
め
に
そ
の
物
や
そ
の
形
が
大
切
な
の

か
、
そ
の
行
為
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
の
理
解
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
か
ら
の
形

を
踏
襲
し
た
り
因
習
を
重
ん
じ
て
い
く
こ

と
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
不
易
な
こ
と
の
中
に
価
値
あ
る
こ
と
、

崩
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
因
習
を
打
破

し
て
い
か
な
く
て
は
こ
れ
か
ら
の
よ
り
良

い
生
活
は
望
め
な
い
こ
と
も
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
の
意
味
や
価
値
を
正
し
く
知
ら
な

い
ま
ま
た
だ
何
と
な
く
受
け
流
し
て
い
る
、

昔
か
ら
そ
う
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
今
も

や
ら
な
く
て
は
、
皆
が
そ
う
言
う
の
だ
か

ら
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
等
々
。　
　
　
　

　
 
何  
故 
、
安
全
祈
願
に
「
お
神
酒
と
塩
」

な 

ぜ

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ふ
と
気
づ
く

と
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
何
も
考
え
て
こ

な
か
っ
た
自
分
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
や
身
の
回
り
に
も

こ
れ
と
似
た
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

「
こ
れ
は 
何  
故 
、
こ
れ
は 
何  
故 
」
そ
ん
な

な 

ぜ 

な 

ぜ

思
い
を
抱
き
、
そ
の
疑
問
に
体
当
た
り
し

て
い
く
こ
と
も
自
ら
の
人
権
感
覚
を
磨
く

一
つ
の
手
立
て
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。



 ９月の納税 （納期限９月30日）

�固定資産税・都市計画税（普通徴収）（３期）
�国民健康保険税（普通徴収）（４期）
�介護保険料（普通徴収）（３期）
�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（３期）

〈広告欄〉　

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－２（＋１２）15（117）２（17）13（100）件数

－９（＋６）19（151）３（22）16（129）傷者

＋１（＋１）１（２）０（０）１（２）死者

市内交通事故統計　７月分　　　　　　

７月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の７月の出動件数＝

火災　０件（４件）　救急94件（589件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１９年７月平成20年７月

32.8℃（27日） 36.6℃（26日） 最高気温

16.0℃（24日） 15.1℃（１日） 最低気温

22.0℃　　　　24.8℃　　　　平均気温

82.0％　　　　76.9％　　　　平均湿度

92.0㎜　　　　84.0㎜　　　　降 水 量

平成21年６月までに住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

（２００８年９月） 20

交通死亡事故発生！
　７月２５日に交通死亡事故が発生しました。カーブの
多い道路ではスピードを落とし、安全運転に注意しま
しょう。また、下り坂が続く道路でブレーキを使いす
ぎると、ブレーキが効かなくなることがありますので、
エンジンブレーキを併用するようにしましょう。

連鎖販売取り引き （マルチ商法） は、

特定商取引法で規制されています
　マルチ商法とは、販売組織に加入して、購入した商

品を知人などに売ることにより組織に勧誘し、それぞ

れがさらに加入者を増やすことによってマージンが入

るという商法です。

　扱う商品は化粧品や浄水器などが多く、勧誘時の成

功話とは違い、思うように加入者を得られず、多額の

借金と売れない商品を抱えることがほとんどです。

（説明する人の身なりや持ち物はブランド品で飾られ

ており、必ずもうかると思い込み、契約してしまいが

ちです。）

●クーリング・オフ
　連鎖販売取り引きのクーリング・オフ期間は20日間

で、契約書面、あるいは商品を受け取った日から計算

します。対象となる商品の指定はありません。

●中途退会
　中途退会の違約金等について、特定商取引法で上限

が定められています。

●商品返品
　加入後1年以内に退会した場合で、退会時からさか

のぼって90日以内に引き渡しを受けた商品は、返品す

ることができます。契約解除に伴う違約金は、商品販

売価格の10分の1に相当する額までに制限されます。

●問い合わせ先　上田消費生活センター　�27－8517
　　　　　　　　市民課生活環境係　　　�64－5896

悪質商法からお財布を守ろう
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
収
集
し
た
古
布
の
再
利
用

　

今
回
は
、
古
布
と
し
て
出
さ
れ
た
衣
類

の
再
利
用
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
古
布
と
し
て
出
さ
れ
た

衣
類
は
、
主
に
中
古
衣
類
と
し
て
国
内
外

で
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
出

さ
れ
た
古
布
は
収
集
委
託
業
者
に
よ
り
集

め
ら
れ
、
中
古
衣
類
と
し
て
再
利
用
で
き

な
い
物
を
取
り
除
く
作
業
を
し
た
後
、
愛

知
県
の
繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取

ら
れ
、
国
内
外
で
の
中
古
衣
類
あ
る
い
は

一
部
ウ
エ
ス
等
に
な
る
と
い
う
資
源
の
再

生
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

古
布
の
出
し
方
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
が
、
必
ず
、
再
び
着
用
で
き
る
も
の
を

汚
れ
が
無
い
状
態
で
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ボ
タ
ン
等
も
取
り
外

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
部
は
ウ

〈広告欄〉

（２００８年９月）21

とうみ

エ
ス
等
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
判
断
は
引

き
取
り
業
者
（
繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
）

が
行
い
ま
す
の
で
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

は
今
ま
で
ど
お
り
衣
類
を
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
子
供
服

等
で
名
札
が
縫
い
付
け
て
あ
る
場
合
は
、

取
り
外
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
北
御
牧
地
区
の
皆
さ
ん
は
ご
み

の
出
し
方
ポ
ス
タ
ー
の
と
お
り
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成　

年
１９

度
は
約　

ト
ン
の
古
布
が
再
利
用
さ
れ
ま

６９

し
た
。

Ｑ：

相
続
が
発
生
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
に

関
し
て
何
か
手
続
き
は
必
要
で
す
か
？

Ａ：

固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
）
の
所
有
者
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
相
続
が
発
生
し
た
場

合
は
、
新
た
に
当
該
固
定
資
産
に
つ
い
て

納
税
を
し
て
い
た
だ
く
方
を
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
登
記
の
あ
る
土
地
及
び
家
屋

に
つ
い
て
は
、
相
続
登
記
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
方
が
確

定
し
ま
す
が
、
登
記
が
遅
れ
る
場
合
や
登

記
が
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
に
つ
い
て
は
、

ど
な
た
が
納
税
を
さ
れ
る
の
か
を
市
役
所

へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

Ｑ：

今
年
中
に
家
を
取
り
壊
す
予
定
で
す
が
、

固
定
資
産
税
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

Ａ：

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に

存
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
家
屋
の
よ
う
に
年
の
途
中
で
取
り
壊

し
が
あ
っ
て
も
当
該
年
度
の
税
額
に
変
更

は
な
く
、
翌
年
度
か
ら
の
減
額
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
市
役
所
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。

　

お
手
続
き
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
務

課
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�　

－

１
１
１
１

６２

　

（
内
線
１
１
７
１
、
１
１
７
２
）

東部地区の皆さんへお願い
道具系プラスチック等は透明のポリ袋で出してください

「容器包装以外のプラスチック（道具系のプラスチック）」

や「その他」ごみの小さなものは、透明のポリ袋に入れて

ごみステーションに出すことになっております。もう一度

ごみの出し方ポスターを確認していただき、ルールどおり

お出しください。

　道具系プラスチック等は、ポリ袋以外のレジ袋、紙袋、

肥料袋などでは、絶対に出さないようお願いします。
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輪になって踊ろう！
みまきニュードカンコ

　８月１４日、北御牧地区恒例の夏祭り「みまきニュードカン
コ」が北御牧グラウンドで行われ、家族連れなどでにぎわいま
した。グラウンド中央に特設ステージが設けられ、ダンスや
フォークソングライブ、信州御牧太鼓保存会の演奏のほか、保
育園児や小学生などが元気な声を出しながらみこしを担ぎ大変
盛り上がりました。祭り後半では参加者が大きな輪を作り
「ハートつないで TOMI, to me ! 」や「ドカンコ音頭」を踊り、
最後は華麗な花火が北御牧地区の夜空を飾りました。

東
部
中
学
校　
　
　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー

　

東
部
０－

１
永
明

　

東
部
２－

３
穂
高
東　

予
選
敗
退

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

女
子

　

東
部　

－

　

更
北　
　

予
選
敗
退

５５

６３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

男
子

　

東
部
０
―
２
中
条　
　

予
選
敗
退

卓
球　

女
子

団
体

　

１
次
リ
ー
グ　

２
勝
１
敗

　

２
次
リ
ー
グ　

１
勝
２
敗　

ベ
ス
ト
８

個
人

　

依
田
華
子
、
小
泉　

悠　
　

１
回
戦
敗
退

　

佐
藤
歩
実
、
阿
部
華
奈
子　

２
回
戦
敗
退

剣
道　

男
子

団
体　

リ
ー
グ
戦

　

１
勝
２
敗　

リ
ー
グ
３
位

個
人

　

竹
内　

大　

２
回
戦
敗
退

水
泳　

男
子

４
０
０
㍍ 
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

吉
澤
悠
太
、
和
田
悠
佑
、

　

原
田
慎
太
郎
、
石
澤
利
朗　

予
選
敗
退

２
０
０
㍍ 
バ
タ
フ
ラ
イ

　

原
田
慎
太
郎　

７
位　

２
分　

秒　
３４

４９

１
０
０
㍍ 
バ
タ
フ
ラ
イ

　

原
田
慎
太
郎　

予
選
敗
退

１
０
０
㍍ 
背
泳
ぎ

　

吉
澤
悠
太　
　

予
選
敗
退

水
泳　

女
子

１
０
０
㍍ 
バ
タ
フ
ラ
イ

　

清
水
理
美　
　

７
位　

１
分　

秒　
１４

２６

２
０
０
㍍ 
バ
タ
フ
ラ
イ

　

清
水
理
美　
　

７
位　

２
分　

秒　
５３

２２

　

㍍ 
自
由
形

５０
　

佐
藤
ま
り
な　

予
選
敗
退

１
０
０
㍍ 
自
由
形

　

佐
藤
ま
り
な　

予
選
敗
退

１
０
０
㍍ 
平
泳
ぎ

　

山
越
咲
絵
子　

予
選
敗
退　

２
０
０
㍍ 
平
泳
ぎ

　

山
越
咲
絵
子　

予
選
敗
退

 
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

 
夏
季
大
会
結
果　

（
敬
称
略
）

交通安全　手紙に託し
市交通少年団夏の研修会

　７月２９日、武道館で市交通少年団夏の研修会を行いました。

この日は、上田警察署、東御市交番、市交通安全協会役員、交

通指導員・補導員の皆さんも研修会に参加しました。開会式後、

団員は道の駅雷電くるみの里に移動し、休憩のため立ち寄った

ドライバーに手書きの交通安全メッセージなどが入った啓発品

を配布し、交通安全を呼びかけました。午後は、交通安全支援

センターの指導員から自転車の正しい乗り方について学びまし

た。

東部中柔道部　
全国大会、北信越大会へ出場！

　７月２８日、県中学校総合体育大会夏季大会で優秀な成績を収
めた東部中学校柔道部の生徒が、全国大会及び北信越大会の出
場報告を花岡市長にしました。
　個人戦で優勝し、全国大会及び北信越大会に出場を決めたの
は、斉藤雄高さん（５５㎏ 級）、宮森奎成さん（６０㎏ 級）、福島布
美夏さん（６３㎏ 級）の３人。また、濱田翔さん（５０㎏ 級）は県
大会優勝の報告をしました（５０㎏級は、県大会で終了）。
　北信越大会には、県大会で準優勝した女子団体の坂口仁美さ
ん、小山由香さん、福島布美夏さん、中村愛里さん。個人戦に
は県大会３位の小山由香さん（５７㎏ 級）が出場しました。北信
越大会は８月５日、全国大会は８月１９日から２２日まで、いずれ
も石川県白山市で行われ、各選手は健闘しました。

▲みんな元気に踊りました

▲全国大会、北信越大会に出場した選手の皆さん

▲団員がメッセージカードなどを手渡す
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で
き
ご
と
短
信

７
・　

▼
道
の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
主

２６

催
清
掃
活
動
（
道
の
駅
雷
電

く
る
み
の
里
周
辺
）

７
・　

▼
長
野
救
命
医
療
専
門
学
校
学

２７

校
祭
「
娑
羅
祭
」　
　

８
・
３
▼
市
民
ま
つ
り
花
火
大
会

　
　
　
　

（
本
海
野
千
曲
川
河
川
敷
）

８
・
９
▼
小
林
邦
ニ
画
伯
（
田
中
出
身
）

作
品
寄
贈
記
念
式
典
（
１
７

９
点
寄
贈
い
た
だ
く
）

　
　
　
　

作
品
展
は
８
月
９
日
〜　

日
２４

ま
で
（
文
化
会
館
展
示
室
）

新鮮な野菜と花が並ぶ朝市
　８月１２日、北御牧グラウンドで第２３回親子ふれあい青空
朝市（北御牧地区活性化研究委員会主催）が行われました。

会場には地元の
農家の皆さんな
どが丹精込めて
作った新鮮な野
菜やお盆用の花
などが数多く並
び、家族連れな
どで大変にぎわ
いました。

　８月１日・２日、夏休み子ども体験教室（上田地域シル
バー人材センター主催）が行われ、小学生１４名が参加しま
した。同センターの会員が講師となり、１日目は東御中央
公園第２体育館で風車づくりや紙飛行機を飛ばして遊びま

した。２日目は金原
川で川遊びや、魚の
つかみ取りをしまし
た。子どもたちは昔
懐かしい遊びや自然
の中でのびのびと体
を動かし楽しんでい
ました。

昔懐かしい遊びや自然の中で体を動かす 金原ダム見学会
　７月３１日、金原ダム（東入）の一般見学会（長野県上田
建設事務所主催）が行われ、市内外から４０名が訪れました。
参加者はダム管理棟、放流管トンネルなど普段は入ること
のできない場所を見学し、職員の説明を真剣に聞いていま

した。参加した方
は「普段は入れな
い場所が見学でき、
大変よかったです。
水の大切さを改め
て感じました」と
話していました。

　８月１７日、中央公民館で「環境を体感する・実践する・
考える」をテーマに生涯学習市民大学講座を開講しました。

水の力や炭で電池
を作る実験や食材
を無駄にしないエ
コクッキングのほ
か、屋外に出て道
路や草花、涌き水
などの温度を測定
して、地球温暖化
について学びまし
た。

環境問題を考えてみよう

　７月２５日から２７日の３日間、芸術むら公園内のやきもの
道場で、１０月１１日、１２日に行われる火のアートフェスティ

バルの際、登り窯で焼
成されるやきものづく
りが一般参加者を対象
に行われました。３日
間で約１００名が参加し、
カップや置物など各自
が思い思いの作品を作
りました。

火のアートフェスティバル
やきものづくり

チャイルドシート着けていますか
　７月２５日、田中、滋野、中央の各保育園で園児の通園時
間に合わせて、市交通安全協会役員、市交通指導員・補導
員が園児の交通事故防止と保護者への啓発活動のため街頭

指導を行いました。こ
の活動は市内では初の
取り組みで、チラシな
どの配布とともに、子
どもを自動車に乗せる
際はチャイルドシート
に必ず座らせるよう呼
びかけていました。
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平成 20 年
９月１日発行

▼
８
月
８
日
に
開
会
し
た
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
。
今
大
会
で
も
連
日

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
が
日
本
選
手
の

活
躍
を
伝
え
、
感
動
の
連
続
で
し
た
。

▼
市
報
で
も
先
月
、
今
月
と
小
中
学

生
の
柔
道
選
手
の
活
躍
を
伝
え
ま
し

た
。
日
々
、
厳
し
い
練
習
を
重
ね
て

き
た
こ
と
が
全
国
大
会
な
ど
へ
の
出

場
を
決
め
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

来
月
号
で
は
そ
の
選
手
た
ち
の
活
躍

が
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編
集
後
記

世帯数

11,465世帯（＋５）

総人口

32,014人（－24）

男 15,704人 （－14）

女 16,310人 （－10）

（８月１日現在）

人の動き

転入  80人（±０）

転出  88人（－８）

出生  22人（－１）

死亡  38人（＋19）

 ※カッコは７月対比

い
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

鹿
人
職
と
は
、
上
社
の
祭
り
に
捧
げ
る 
饗 
き
ょ
う 
膳 
に
携
わ
っ

ぜ
ん

た
人
た
ち
で
あ
り
、
大
市
職
の 
市 
は

い
ち

 
斉 
の
転
じ
た
も
の
で
、

い
つ
き

上
社
に
奉
仕
す
る 
祝 
ほ
お
り

・ 
祢  
宜 
・ 
巫  
女 
を 
宰 

ね 

ぎ 

み 

こ 

さ
い 
領 
す
る
仕
事
に

り
ょ
う

携
わ
っ
た
職
分
で
あ
る
と
い
う
。

　

祢
津
氏
が
〝
御
射
山
祭
〞
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
鷹
・

狩
場
と
し
て
の
御
射
山
、
そ
し
て
そ
の
祭
事
・ 
饗 
き
ょ
う 
膳 
の
場

ぜ
ん

と
し
て
の
祝
堂
（
岩
井
堂
）、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
祭
事

に
関
わ
っ
て 
饗 
き
ょ
う 
膳 
に
携
わ
っ
た
金
井
一
族
、
ま
た
、
祭
事

ぜ
ん

に
関
わ
っ
て
こ
の 
託  
宜 
や
神
楽
な
ど
を
勤
め
た
で
あ
ろ
う

た
く 
せ
ん

巫
女
た
ち
の
活
躍
を
考
え
て
み
る
と
、
江
戸
期
を 
遡 
っ
て

さ
か
の
ぼ

の
金
井
小
路
や
の
の
う
小
路
の
歴
史
的
考
察
が
さ
ら
に
検

討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
）

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

〝
の
の
う
小
路
〞
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
東

北
に
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
隔
て
た
と
こ
ろ
に
、〝
金

井
小
路
〞
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
路
が
あ
る
。
長
命
寺
前
の

横
道
か
ら
祢
津
街
道
に
通
じ
る
、
道
幅
約
３
メ
ー
ト
ル
で
、

南
北
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
路
で
あ
る
。
こ
の
呼

称
が
い
つ
頃
の
も
の
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
極
め
て
注
目

さ
れ
る
小
路
名
で
あ
る
。

　

お
姫
尊
の
巨
石
を 
祠 
る
堂
を
岩
井
堂
（
あ
る
い
は

ま
つ

 
祝 
堂

い
わ
い

か
）
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
号
で
も
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
隣
の
裏
山
一
帯
を
〝 
御  
射  
山 
〞

み 

さ 

や
ま

と
呼
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
祢
津
氏
が
諏
訪
氏
（
神

氏
）の
一
族
と
な
っ
て
か
ら
、諏
訪
氏
が
行
っ
て
い
た
〝
御

射
山
祭
〞
を
行
う
特
権
を
得
て
、
こ
の
地
域
で
〝
御
射
山

祭
〞
を
実
施
し
た
名
残
り
の
地
名
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
諏
訪
上
社
の
社
域
の
中
に
、
金
井
姓
の
人

た
ち
の
氏
神
で
あ
る
金
井
社
が 
祠 
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ま
つ

金
井
氏
一
族
が
諏
訪
上
社
の 
鹿  
人  
職 
と 
大  
市  
職 
を
勤
め
て

ろ
く 
び
と 
し
き 

お
お 
い
ち 
し
き

 
金

井

小

路

▲金井小路（祢津街道から望む）

▲全日本小学生学年別柔道大会に出場する鷹
　野仁君（写真左から２人目）と小林耀平君

　

学
校
だ
よ
り
は
、
小
中
学
校
の
夏

休
み
が
あ
っ
た
た
め
、
お
休
み
し
ま

し
た
。


